
 

 

６年生が卒業記念写真を撮影しました。デジタル写真が主流となった昨今。それぞれのご家庭

でも、プリントされた写真は減ってきていることと思います。しかし、卒業写真は今でも写真屋さん

に頼んで撮影をしていただきます。きっとそれぞれのご家庭でその子の成長の大切な証としてア

ルバムに保管されることでしょう。６年生 20名全員が揃って撮影することができました。児童全

員が勢揃いしての卒業写真撮影。本当にうれしく、ありがたいことだと思います。 

■ 次の最高学年がもてなしました「５・５交流会」  ２月４日 

５歳児と５年生による「５・５交流会」を実施しました。５

歳児と５年生の出会いは、そのまま来年度の１年生と６年生の

出会いです。５年生は相当緊張していましたが、それは、責任

感から生まれてくる緊張なのだと思います。５歳児さんに優し

く声をかけるたびに、５年生の緊張もほぐれていくようでし

た。５年生の３学期は、忙しく動き回り、学校の中での存在感

をどんどん増していく時期です。「ぼくたちの出番がやってき

た」とばかりに、張り切っている５年生の姿がまぶしく見えま

す。こうして、やるべきことをやって、優しい心を育てて、５年

生は次の最高学年を目指していきます。 

■ 今年度最後のオープンスクール  ２月 13 日 

今年度最後のオープンスクールに多

数ご来校いただき、ありがとうござい

ました。家族に学習の様子を見てもら

う参観日は、やはり子どもたちにとっ

て特別でうれしい日なのだと思いま

す。お家の人の前で、緊張しながら発

表できたこと、お家の人といっしょ

に楽しく活動できたこと。子どもた

ちにとっても思い出に残る 1日になったことでしょう。年度の終わりが近づく中での子どもたち

の様子をご覧いただき、成長を実感していただけたならうれしいです。 

■ 令和８年度前期児童会役員演説会 ２月 24 日 

令和８年度前期児童会役員選挙のオンライン演説会を行いま

した。４月からの新しい児童会を、自ら背負って立とうとする

７人の立候補者が自分の思いを伝えました。児童会活動や広谷

小学校をよりよくしていくことを、自分ごととして捉えて、自

らの責任で主体的に関わろうとする気持ちを持った立候補者で

す。まさに「当事者意識」を持って挑戦した 7人。そのやる気

と勇気と責任感を、心からたたえます。 
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ふるさととつながり、仲間とともに 

“在りたい未来”を創造する広谷っ子の育成 

グループで自己紹介。安心できる雰

囲気をつくろうとする 5年生 

2 年生は自分の名前の由来や将来の夢を発表 
４年生の広谷ベジタブルクッキングフェスティ

バルは今年の総合学習の集大成でした 



校長室より「広谷っ子ブログ」発信中！ 
【広谷っ子ブログ】https://hirotanikocho.blog.fc2.com/  

 

■ ３年生が豆腐づくりに挑戦   ２月 17 日 

３年生は、自分たちが栽培した大豆（八鹿浅黄）を使って

豆腐づくりに挑戦しました。ミキサーを使って、大豆をつぶ

していく作業から始まって、たくさんの手順をふんで豆腐を

つくっていきました。長い時間をかけて、みんなで協力し

て、ようやく完成。思わず「おいしい！」という声が出ま

す。この日は、しっかりと大豆の味を感じながら、豆腐を味

わいました。食卓に出てくる豆腐は、こんな風に作られてい

るのですね。「すがたを変えていく大豆」の過程を体験する

ことができました。 

 

■ 薬物乱用防止教室【６年生】 ２月 20 日 

６年生は、朝来健康福祉事務所から講師さんをお招きし、

「薬物乱用防止教室」を受講しました。６年生は、講師さん

のお話をとても真剣に受け止めて聞き、薬物の違法性や危険

性について理解を深めました。「頭が良くなったり、走るの

が速くなったり、今の自分をさらによくするための薬なんて

ないんだよ」という言葉が印象的でした。「知る」というこ

とは、自分の安全のためにもとても大切なことです。知って

いないと自分自身を守れないことがあります。薬物に関し

て、正しい知識を身につけさせたいです。 

 

■ 昔の遊びを教えてもらいました【１・２年生】 ２月 25日 

１・２年生が地域の方々から「昔

の遊び」を教えてもらいました。だ

るま落とし、メンコ、おはじき、お

手玉。それぞれのコーナーで子ども

たちの笑顔がはじけました。それぞ

れの遊びに共通しているのは、楽し

み方がシンプルだということです。

だからこそ、すぐに楽しむことができ

ます。「昔遊び」とはいうものの、子どもたちにとっては”古い”

ものではありません。子どもたちにとっては、新しい遊びとの出会

い、発見です。地域の方とふれあい、楽しい遊びにふれ、子どもた

ちにとって大満足の時間となりました。「だるま落としが３回も成

功してうれしかったです」「お手玉がはじめはできなかったけど、

教えてもらってできるようになりました」と、子どもたちは自分の

言葉で一生懸命に感想を伝えました。 

にがりを入れた豆乳を型に流し込みます 

違法薬物のサンプルを見せてもらいました 

メンコで勝負！ 
ダルマ落とし。上手になりました 

テンポよくおてだま 


